
第１４９７回例会 ２０１６年６月２日(木)(晴）

司 会 前 肇副幹事

点 鐘 米山君夫会長

合 唱 ｢君が代｣｢奉仕の理想｣(山谷洋子さん)

唱 和 ｢ロータリーの目的｣(東島礼美さん)

ビジター紹介 古谷義幸秦野市長 大嶋宗志様(秦野市秘書

課)

祝誕生記念日 ＜会員＞陶山君(６／５) ＜奥様・ご主人

＞中西君(６／８)

○ ６月はロータリーの親睦月間です。いよいよ今年度最

終月となりました。最後まで緊張感を持って責任を果

たして参りたいと思います。今日はお忙しい中、古谷

義幸秦野市長に卓話をお願いしました。後ほど宜しく

お願いします。今年は色々とお世話になりました。あ

りがとうございます。

○ 消防自動車派遣委員会とも協議中ですが、この件につ

いては見積もり中ですので、理事会にて包括的な承認

を得なければなりませんが、若干変更があると思いま

す。６／３０の納会日に、タイより２つのＲＣのメン

バーが来日される予定です。秦野市より古谷年度１台

と、新たに米山年度として２台の消防車両を譲り受け

る事が出来ました。

○ 当日は市役所に表敬訪問と、タイの２つのＲＣに対し

て消防車両の贈呈式をする予定です。市長さんにはお

忙しい所宜しくお願いします。

○ これも親睦委員会と相談して行う所ですが、１８時よ

りタイのメンバーの歓迎会と家族親睦の納会を行いた

いと思います。今年度最後ですので、全会員の参加に

より行いと思います。ご協力をお願いします。

○ 本日はこの後卓話がありますので、会長の時間は以上

とします。

[受付文書]

○ 中学生英語スピーチコンテスト実行委員会より ｢Ｈ

２８年度中学生英語スピーチコンテスト｣への御協力

のお願い

[例会変更] 伊勢原中央

[本日の配布物] 「ロータリーの友」

○ 神崎達朗君より、韓国“国際大会参加”のお土産を頂

きました（韓国のり）。

○ 本日、例会終了後、理事会を開催いたします。

○ 古谷義幸様 ｢本日はお招きいただきましてありがと

うございます。いつもご支援、ご協力を頂いておりま

すことに感謝致します｣

○ 米山君夫君 ｢古谷秦野市長には大変お忙しい中、例会

に出席して頂きましてありがとうございます。また、

本日は卓話を宜しくお願い致します｣

○ 梅原正美君 ｢古谷市長様、本日の卓話、楽しみにして

おります。夢の持てる明日に向かって、秦野市の活力

あるお話をお願いします｣
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○ 原 郁夫君 ｢市長、本日はご苦労様です。宜しくお願

い申し上げます｣

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

○ 大屋富茂君 ｢結婚祝い、ありがとうございます。縁あ

って４０数年。今、子供も巣立ち、二人だけの生活と

なりました。家内の言いなりの毎日です。市長、卓話

宜しくお願い致します｣

○ 神崎達朗君 ｢妻の誕生祝い、ありがとうございまし

た｣

○ 高橋幸雄君 ｢古谷市長、ようこそ！スマイルします｣

○ 山谷洋子さん ｢スマイルします｣

○ 仲間亜津子さん ｢夏のようなお天気です｣

○ 桐山晃忠君 ｢スマイルします。古谷市長、ご苦労様で

す。宜しくご講義のほど、お願いします｣

○ 北村俊和君 ｢古谷市長、本日の卓話、宜しくお願いし

ます。スマイルします｣

○ 鈴木和夫君 ｢スマイルします｣

合計38,000円

｢将来にわたって輝き続けるまちづくり｣

古谷義幸秦野市長

1P 導入

みなさん、こんにちは。本日はご招待をいただきまして

ありがとうございます。また、日ごろ様々な形で市政にご

協力をいただいておりますことにお礼を申し上げます。

昨年は市制施行６０周年、私も市長就任１０年目と、と

もに節目の年でした。今年はまた、気持ちも新たに、市政

に取り組んでまいりたいと思います。

さて、昨年はカルチャーパークをテーマに、お話をさせ

ていただきました。おかげさまで、先日５月２０日にバラ

園もオープンし、たくさんのお客様にご来場いただいてい

ます。この、カルチャーパークをはじめ、将来に向かって

取り組んでいる事業がいくつかあります。本日は、これま

での成果、進行中の事業をご紹介しながら、「将来に向かっ

て輝き続けるまちづくり」について、お手元の資料をご覧

いただきながら、お話をさせていただきたいと思います。

2P コンパクトで箱庭のようなまち～はだの～

現在、少子高齢化が進み、人口減少が課題となる中、国

ではなるべく効率的にまちづくりをするため、市街地のコ

ンパクト化を推進しています。この方針により、本市も市

街地をなるべく小さなエリアにまとめるため、都市機能な

どを集約し、生活圏がコンパクトになるよう誘導する立地

適正化計画づくりに着手しています。しかし、四方を山に

囲まれた県内唯一の盆地のである本市は、もともと箱庭の

ようであり、市内にある、それぞれ４つの駅の徒歩圏に市

民の６割以上が居住しています。ですから、国に言われな

くても、秦野はもともとコンパクトシティです。この特性

をいかして本市の魅力をしっかりと伸ばしていくことが、

今後のまちの活性化につながると考えています。

3P わがまち「秦野」の魅力①

次のページをご覧ください。まず、本市の魅力は交通が

非常に便利だということが挙げられます。高速道路を中心

とした道路網が充実していることと、市内のどこでも、鉄

道駅へのアクセスが容易なことが魅力です。過疎と言われ

るまちは、鉄道駅がありません。最寄りの駅まで１０キロ

以上あるのも珍しいことではありません。そういう意味で

は、本市に「過疎」の地域は無いと言えます。

4P 高速道路～東名と新東名～

４ページ目をご覧ください。現在平成３２年度開通を目

指して新東名高速道路の建設が進められています。この新

東名には、上地区にインターチェンジが、北地区にはサー

ビスエリアが設置されることが決まっていました。そして

皆さんご存じのように、このサービスエリアにETCを搭載

した車両であれば高速道路への乗り降りが可能なスマート

インターチェンジが設置されることになりました。このイ

ンターチェンジは新東名下り最初、上り最後のインターと

なります。２本の高速のダブルネットワークと、市内に３

つものインターチェンジを持つことになる本市の可能性は

飛躍的に高まりました。

5P 広がる交通ネットワーク

５ページ目をご覧ください。さらに、このダブルネット

ワークを補 完

ほかん

する国道２４６号と、国道２４６号バイパ

スがあります。２４６号バイパスは、現在、伊勢原方面か

ら秦野中井インターチェンジまでの区間の事業化が決定さ

れていますが、未だ事業化が決定されていない区間が事業

化されることで、交通ネットワークは更に広がります。広

域の幹線道路はつながらないとその能力が発揮できません

ので、未事業化区間の事業化に向け、今後も県や国に要望

を継続していきます。

6P さらに全国へ

６ページをご覧ください。東京、横浜方面へのアクセス

だけではなく、本市から、相模縦貫道、圏央道を経由し、

卓話



関越道から北関東、北陸方面や、新東名による名古屋、大

阪など西方面へのアクセスも容易になります。この道は、

最終的に空路、海路につながります。本市と世界がつなが

るわけです。本市は神奈川の陸の玄関口として、存在感を

示すことになります。

7P 高速バスの充実

７ページ目をご覧ください。横浜、羽田方面だけでなく、

西方面への夜間高速バスも充実しています。夜のうちに出

発しますので、寝ているうちに、目的地に着きます。時間

に余裕がある旅行であれば、とてもお得だと思います。ま

た、バス停までは自家用車で来ても大丈夫なように、無料

の駐車場を整備しました。

8P 秦野SA（仮称）の周辺整備

そして、道路の整備とともに、今後本市の発展のカギと

なるのが、秦野サービスエリアの周辺整備です。８ページ

目をご覧ください。設置が決まったスマートインターは、

「曽屋原」や「堀山下」の工業地から近く、産業活動に大

きなメリットがあります。また、県立秦野戸川公園などの

観光資源も近くにあり、丹沢登山の玄関口にもなります。

今後、産業用地の確保と企業誘致、農業関連施設の設置、

観光農業・周辺の観光資源との連携を図って、効果的な整

備を全庁的に検討します。将来への足掛かりとなる設計図

をしっかりと描いていきたいと思います。

9P 鉄路の充実

９ページ目をご覧ください。先ほども触れましたが、本

市には４つの鉄道駅があります。そのうち秦野駅にはロマ

ンスカーが停車します。このロマンスカーの最終便を増便

してもらいました。新宿を10時に出ても、秦野には11時

に到着します。また、現在東京の東北沢～世田谷

せたがや

代 田

だいた

間

で複々線化の工事が進んでいます。これが、2017年度完成

すると、更に時間短縮が見込め、より快適になります。ま

た、伊勢原や海老名でもロマンスカーが停車することにな

りました。今は、自分のまちだけが栄えることを考えては

だめだと思います。広域的に魅力があれば、パワーもそれ

だけ大きくなると思います。このようなことを機に広域的

な取り組みにも力を入れていきたいと思います。

そして、新宿駅には大きなバスターミナル、通称「バス

タ」が完成しました。これにより、鉄道で新宿に出れば、

高速バスで全国へつながります。鉄路と陸路が結合し、さ

らに便利になりました。

10P 駅前整備～秦野駅北口～

鉄道が便利な本市にとって、駅はまちの顔です。そこで

現在秦野駅と、鶴巻温泉駅の駅前を整備しています。１０

ページ目をご覧ください。秦野駅北口では、大秦ショッピ

ングセンターの建替えを支援しています。現在は、すっか

り解体が終わり、写真のような更地になっています。新し

いビルは地上10階、地下1階の建物で、市も区分所有権を

得て2階に認可保育園、3階に連絡所を設置する予定です。

あわせて、ペデストリアンデッキを延伸し、将来的には駅

前の駐輪場も改修したいと思っています。

11P 駅前整備～鶴巻温泉駅南口～

１１ページをご覧ください。鶴巻温泉駅の整備です。北

口では駅前広場に手湯が完成し、弘法の里湯にも足湯や温

泉スタンドが完成しました。現在は南口の整備を、小田急

電鉄さんと協定を結んで進めているところです。立体横断

施設が完成すれば、現在、乱横断が目立つ踏切を渡る必要

がなくなり、歩行者の安全性も高まります。

12P わがまち「秦野」の魅力②

交通の便の良さとともに、やはり本市の魅力は豊かな自

然です。私はよく、「工場は森の中に、住宅は花の中に」と

話します。そして森や花を育むのはきれいな水があってこ

そ、です。このきれいな水、森の緑、美しい花は魅力であ

ると同時に、将来へ受け継ぐ貴重な財産でもあります。

13P 豊かな自然～水～

１３ページをご覧ください。秦野盆地は天然の水がめで

す。水無川は、晴れの日が続くと、その名のごとく、水が

枯れたようになります。しかし、地下には大量の水を湛え

ています。本市の地下には、約２億８千万トン、芦ノ湖の

約1.5倍もの水があると言われています。市内に湧水の名

所が点在し、市外からも水を汲みに訪れる人がいます。

14P 豊かな自然～水～

１４ページをご覧ください。本市はこの豊かな地下水を

汲み上げて処理した上水道をペットボトルにして、「おいし

い秦野の水～丹沢の雫～」として販売しています。今年、

環境省では名水百選の選定30周年を記念して、人気や認知

度を競う選抜選挙を行いました。本市の水は「おいしさ」

部門で全国１位になりました。そのまま飲んでもおいしい

ですが、コーヒーやウイスキーの水割りなどに、とてもよ

く合うと言われます。ぜひお試しください。また、災害時

のための備蓄用としてもお勧めします。

15P 豊かな自然～緑～

１５ページをご覧ください。北方には雄大な丹沢山地、

南には渋沢丘陵が広がる本市は緑に囲まれています。この

森林資源は貴重な財産です。私たち、人間の手が入った森

は、きちんと管理しなければ育ちません。私は、５０年か

け荒廃森林を解消し、５０年かけて適正に管理する、一世

紀の森林づくり構想を進めています。植樹、育樹、活樹の

サイクルを、関係団体、市民との協働で進めていきたいと

思います。

16P 豊かな自然～緑～

１６ページをご覧ください。植樹活動を紹介しています。



平成２２年には天皇皇后両陛下をお迎えし、全国植樹祭を

開催しました。また、本市独自にも毎年、植樹祭を開催し、

植樹活動をしています。今年は弘法山で多くの市民の皆さ

んと植樹しました。苗木を植えるだけでなく、しっかり育

て、そして木材の有効活用につなげていきたいと思います。

17P 豊かな自然～花～

１７ページは、本市の桜の名所を紹介しています。今年

は、この桜を広めるために、静岡県河津町の「桜まつり」

会場に、本市のPRブースを設け、宣伝してきました。河津

町長さんと、桜を通じた交流も深めることができました。

そして、小田急電鉄さんは、電車の吊り広告に本市の桜

を紹介したポスターを掲示してくれました。情報誌などで

も本市の桜が取り上げられ、知名度が上がってきているこ

とを実感しています。

18 豊かな自然～花～

１８ページをご覧ください。桜以外にも、本市は花に溢

れた景色が各所で見られます。総合計画でも、「花のある観

光地づくりの推進」を掲げていますが、先ほども紹介した

「住宅は花の中に」ということは、各家庭でも参加できま

す。近所の公園、ご自宅の庭、花を植える場所はどこにで

もあると思います。実際、市民力による花のある風景はあ

ちこちで見られます。ぜひ、ご協力をお願いします。

19P 緑・水・花～カルチャーパーク～

１９ページをご覧ください。緑・水・花の豊かな自然を

象徴する公園がカルチャーパークです。体育館や、図書館、

文化会館など本市のスポーツ、文化施設が集まる場所であ

り、市民の日や各種スポーツイベントなどで市内外から多

くのお客様が来場する、本市最大のイベント会場でもあり

ます。皆さんに喜んでもらえるような施設にするべく、公

園の再編整備構想を私の夢としました。

20P カルチャーパーク再編整備構想

２０ページをご覧ください。カルチャーパーク再編整備

は私が市長になって、構想に５年、整備に５年をかけ、生

まれ変わったものです。以前は、それぞれの施設が独立し

て管理されており、大きなイベントが、それぞれ重なった

りすることがありました。これでは困りますので、一元的

に管理し、使う人の利便性を高めることとしました。駐車

場も整備し、やはり利用者の使いやすさと安全を重視した

ものとしました。園内には自動車が通過できる市道があり、

危険でしたので、廃止してジョギングコースとしました。

他にも陸上競技場、子ども広場などを整備しました。

21P 緑・水・花 カルチャーパーク①

そして、生まれ変わったカルチャーパークを、緑・水・

花の視点でご紹介したいと思います。

まずは緑です。２１ページをご覧ください。ライオンズ

の森は、植樹から40年ほどが経過していました。長い間、

間 伐

かんばつ

等の手入れがされなかったため、大きくなった木

が狭い範囲に 林 立

りんりつ

し、立ち枯れてしまっている木もあ

りました。関係者ご理解のもと、枯れた木を伐採し、整理

したことで地面まで日が届く明るく気持ちの良い森になり

ました。

せせらぎ水路の側には、全国植樹祭の折に天皇陛下が

お手

おて

播き

まき

したスダジイ、皇后陛下がお手

おて

播き

まき

したコブシを

植樹しました。大きくなるにつれ、せせらぎの 側

そば

に心地

よい木 陰

こかげ

を提供してくれることを楽しみにしています。

22P 緑・水・花 カルチャーパーク②

次は、水の視点でご紹介します。深さ６０メートルから

採水した水がせせらぎとして、水路を流れます。本市の湧

水を象徴するせせらぎです。大変きれいな水で、非常時に

は生活用水としても利用可能だということです。防災機能

を持った公園としての位置付けからも、貴重な水路となっ

ています。

そして、じゃぶじゃぶ池が今年の夏にオープンします。

おおね公園にも同様な施設がありますが、子どもたちには

大人気です。そして、側には、見守る親御さんのために屋

根つきのベンチも設置しました。

23P 緑・水・花 カルチャーパーク

２３ページをご覧ください。最後は花です。先ごろ、５

月２０日にバラ園がオープンしました。６８種類、約９７

０株のバラが園内３つのエリアで楽しめます。初夏と秋に

花が楽しめる四季咲きです。開園してから何度か訪れまし

たが、多くの方がカメラを向けたり、散歩したり、楽しん

でいただいている様子を目にします。とてもうれしく思い

ます。今後、本市の花の名所として定着していくことを楽

しみにしています。

24P 暮らしやすいまちづくり 子育てを応援①

さて、これまで、本市の魅力を中心に、取組みを紹介し

てきました。この魅力を生かし、暮らしやすいまちづくり

を進めていきたいと思います。時間の関係もありますので、

「子育てを応援」「安心・安全の取り組み」の２点について、

ご紹介したいと思います。

まず、２４ページをご覧ください。私のマニフェストに

も 掲

かか

げた取り組みです。小児医療費の助成対象を小学校

４年生までから６年生までに拡大します。本当は、自治体

間競争にならないよう、国が対応すべきと思いますが、取

り残されてしまってはいけませんので、近隣の市とも歩調

を合わせて今年の１０月から拡大します。



25P 暮らしやすいまちづくり 子育てを応援②

２５ページをご覧ください。いま、子どもが元気に自然

と触

ふ

れ合う機会が減っています。本市には表丹沢野外活動

センターという、素晴らしいキャンプ場、研修施設があり

ますので、ここを有効活用することとしました。この施設

を拡大整備し、森林遊び場や、昔の生活学習館をつくりま

す。秦野の子だけではなく、県外、国外の子どもたちとの

交流の場にもしていきたいと思います。

26P 暮らしやすいまちづくり 子育てを応援③

２６ページをご覧ください。水無川を挟んで

はさんで

、カルチ

ャーパークの 対 岸

たいがん

に、子育て世帯、 若 年

じゃくねん

夫婦世帯

を対象とした公営住宅、ミライエを整備中です。ここには、

子育て中の親 御

おやご

さんの交流の場として「ぽけっと21」も

設置します。今年度秋に入居者の募集を開始する予定です。

27P 暮らしやすいまちづくり 安心安全の取り組み①

続いて、安心・安全の取り組みを紹介します。１つ目は

防犯への取り組みです。本市では、平成 26 年度に市内 1

万3千箇所の防犯灯をすべてLED化しました。

また、防犯カメラの設置を進めています。平成 27 年度

末までに、96箇所、150台のカメラを設置しています。今

年度も計画を前倒しして、13箇所、26台を設置予定です。

警察とも連携し、防犯体制の強化を図っていきます。

28P 暮らしやすいまちづくり 安心・安全の取り組み②

２８ページをご覧ください。大根・鶴巻地区は以前から、

大雨時の水害に悩まされてきました。私は、市長として抜

本的な解決を図ることとしました。平成24年には大根川ポ

ンプ場が完成し、現在は鶴巻温泉駅のすぐ横になりますが、

大根第10雨水管の工事をしています。非常に難 工 事

なんこうじ

で

時間がかかり、近隣にはご迷惑をおかけしていますが、問

題を先延ばしせずに取り組んでいますので、ご協力をお願

いいたします。

28P 暮らしやすいまちづくり 安心・安全の取り組み③

２９ページをご覧ください。防災に対する取組みです。

非常時に助け合えるよう、近距離、中距離、遠距離のそれ

ぞれ７自治体と災害時の応援協定を結んでいます。そして、

平常時からお互いに連絡を取り合っています。平成26年に

は本市において、一堂に会し、防災サミットを行いました。

また、未 だ

いまだ

多くの方が不自由な生活を強い

しい

られている、

今回の熊本の地震でもそうですが、大きな災害時に行政が

できることは限られてしまいます。私はかつて、中越地震

の時に現地に駆けつけましたが、地域力の大切さを強く感

じました。私が市長になる前の防災訓練は、中央会場で行

う訓練を「見る」訓練でした。これを変えて、地域力を高

めるために、「参加する」訓練にしました。地域でメニュー

を考え、主体的に取り組めるようにしています。このよう

な地域の取り組みをしっかり応援することが行政の役割だ

と思います。

30P シティプロモーション

色々と、本市の魅力、取組みをお話してきましたが、こ

れまではそれを表に出すことが少し足りなかったと感じて

います。そこで、様 々

さまざま

な形で秦野をPRすることに力を

入れています。３０ページをご覧ください。私が 自 ら

みずから

テ

レビ出演したり、他市のイベントに秦野市のブースを出し

て宣伝したり、インターネットで動 画

どうが

を 配 信

はいしん

したり、

駅の連絡所に観光案内所を設置したりしています。

31P シティプロモーション

そして、今話題になっているのが、映画「じんじん」秦

野編です。北海道剣淵町を舞台にした前作をご覧になった

方は、ご存じかと思いますが、映画中には地元の美しい景

色、人情、魅力が溢れています。「少し田舎っぽい」のが本

市のいいところだと思いますが、これは「じんじん」の舞

台にぴったりだと思います。わがまちの魅力を全国に広め

るチャンスとして、映画作りを応援したいと思います。

結び

最後になりましたが、実は私は今年度から、神奈川県市

長会の会長に就任しています。秦野市長に加え、県市長会

の会長ですから、非常に多忙になります。最初から大歓迎、

ということではありません。しかし、これまでの２期と２

年にわたる１０年間の市長としての取り組み、そして４０

年を超えて真 摯

しんし

に政治に向かってきた姿勢を評価いただ

いたものと前向きにとらえ、ありがたく引き受けさせてい

ただきました。

時間的には、秦野市長としての動きに制約ができてしま

しますが、県市長会会長として、他市の 首 長

くびちょう

さんを

始め、国や県との接触も増えてきます。ここで作られる人

脈をしっかり秦野市にフィードバックできるよう、そして、

秦野市を知ってもらえるよう、精いっぱい頑張りたいと思

います。

残りの任期も、２年をきりました。「将来へ輝き続ける

まちづくり」の基盤をしっかりと築いて、次世代へ橋渡し

することが私の使命です。そのために、全力で取り組んで

まいりますので、引き続き皆さんのご支援、ご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。


